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バレーボール選手における

ジャンプ力の持続性と

靖

競技能力に関する研究くその2)
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V.結

1 .緒 仁1

しジャンプ運動がその勝敗に大きく関与している競技の一つである。バレーボール競技は，
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たがって，選手各個人には，垂直跳びのような 1回のジャンプの高さが要求されると共に，

ジャンプ力の持続性が必要とされる。つまり，の高さをゲーム中に持続する能力，

よく訓練されたチームの選手は，各セこのことに関して，実際のゲームを観察してみると，

ジャンプの高さが後半に至っても低下せず，繰り返し行なわれている様相が見受けらット共，

ンャしかし，訓練不足のチームの選手は，各セット共，後半になるとスタミナを失い，れる。

日頃の技術を発揮できなくなる様相が見受けられる。このそのために，ンプの高さが低下し，

ゲーム中において指導者は，許されている各セット二回のタイムアウト後者の様相に対して，

や，選手交替等によって対応している。

この対応は，指導者各人の勘に頼っているところが大部分であり，選手各個しカミしなヵ:ら，

人の持続的な能力を，パレーボール競技における一つの競技能力として客観的に判断し対応し

ているとは言い難いと思われる。

ジャンプ力の持続性に関して，幾つかの研究が報告されている。村本等は，
(11) 

競技能力の異なるバレーボール選手群を対象として，跳躍リズムを変えた連続垂直跳びの実験

過去において，

を行い， j競技能力の高い者は連続垂直跳びにおいて，安定した尚さを保持していると報告して
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いる。岩波等は，競技種目の異なる運動選手群を対象として，同様の実験を行い，専門的トレ
(6) 

ーニングを受けている者は，ジャンプの高さが高く，連続垂直跳びの能力も高いと示唆した。

木村等は，村本等とほぼ同様の実験を行なった結果から，バレーボール選手の専門ポジション
(7)(8) 

においても，連続垂直跳びの能力が異なることを報告している。

又，筆者は，競技能力の異なるバレーボール選手群を対象に，より実際のゲーム場面に近い
(5) 

条件で実験を行い，ジャンプの高さの低下傾向について比較検討し，いくつかの知見を報告し

た。

そこで，本研究では，先の研究と同様の実験を行い，バレーボール選手におけるジャンプ力

の持続性と競技能力との聞に関連があることをより明確に実証しようと試みるものである。

II.方 法

I 測定条件

本実験の測定条件を設定するにあたっては，実際のゲーム場面のジャンプに関するゲーム分

析及び，異なるジャンプ頻度による予備実験を行い検討を試みた。その結果，ジャンプ力の持

続性を観察するための，より実際のゲーム場面に近い条件は，スパイクを打つためのジャンプ

(以下，スパイクジャンプ〉とブロックをするためのシャンプ(以下，ブロックジャンプ〉を交互に

計100回，毎分12回の頻度でジャンプすることと設定した。

2. 被験者

(1)パレーボール競技経験者で、よく訓練された高い競技能力を持つ上位群10名， (2)中程度の競

技能力を持つ中位群10名， (3)パレーボール競技未経験者を下位群として10名，計3群による合

計30名としたO 各被験者の所属チーム及び所属団体は，上位群が順天堂大学バレーボール部男

子部員，中位群が慶慮義塾体育会バレーボール部男子部員，下位群が慶慮義塾大学男子一般学

生である。尚，上位群及び中位群の被験者は，各チームの代表選手として，ゲームに出場して

いる者を選んだ。

3. 測定方法

各被験者には，事前に測定方法の概略を説明し，被験者各個人の本来のジャンプができるよ

うに，充分な Warm-upをさせたのち，一人ずつ測定を行った。

測定は，バスケットボールのゴールボードにセットした測定ボードに向かつて，スパイクジ

ャンプ及びブロックジャンプを 1セットとして50セット，計 100回，ジャンプをさせ，各々の
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到達点を計測した。到達点の設定は，スパイグジャンプでは片手，ブロッグジャンプでは両手

の指先の到達した点を，床からの高きで測定した値とした。ただしブロックジャンプにおい

て，両手の高さがずれた場合は，それぞれの平均値を到達点とした口

到達点の計測は，実験現場において，直接肉眼で読み取った値と，測定ボードを電子シャツ

タ付 (60コマ/sec)ビデオカメラ・ NationalMac10rd Movieを用いて，後方4.5m，高さ 2.5m

の位置より撮影した映像を，再生しつつ読み取った値とを比較して，より正確な後者の値を本

来の測定値とした口

ジャンプの頻度は，そのテンポを， Zen-on社製QuartzDigital Metronomeを使用し，マ

イクで音量を拡張の上，各被験者に知らせた。

なお，助走については限定せず，与えられた課題に集中できるように，試行回数等の指示は

与えなかった。

4. 測定期間及び場所

上位群は，平成元年11月10・11日の二日間に， /1贋天堂大学さくらキャンパスバスケットボー

ル館にて行なった。中位群及び下位群は，同年9月25・26・27・28日の四日間に，慶慮義塾大

学日吉記念館にて行なった。

5. 測定値の再現性

各被験者の測定値が，被験者各個人における本来の能力を示した値であるか否かを検討する

ために，各被験者群より無作為に抽出した計12名の被験者に，各々の実験日から約1カ月経過

後，再度同じ測定を実施した。そして， 1回目と 2回目の実験における測定値の一致度を確認

するために，各被験者の100回の到達点における対応する回数ごとの相関をとった。

m. 結 果

1. 被験者の身体特性及びジャンプ能力

各測定項目の平均値を，各群間で比較すると，上位群と中位群との聞には，いずれの項目に

おいても有意な差は認められなかった。又，上位群と下位群との聞には，身長，体重，指高に

5%水準で有意な差があり，垂直跳と最高到達点に0.1%水準で有意な差が認められた(表1)。

2. 実験の再現性の確認

統計処理の結果は，以下の通りである。上位群4名の相関係数は，それぞれ 0.94，0.95， 
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表1.被験者の身体特性及びジャンプ能力における平均値の比較

被験者群 年齢 経験年数 身長 体重 指高 垂直跳び 最高到達点

(才) (年) (cm) (kg) (cm) (cm) (cm) 

上位群 M 19. 7 7. 7 183. 5 72. 6 234. 4 70. 2 312. 5 
(N=10) SD . 90 1. 49 4.80 3. 80 8. 10 5. 08 5. 87 

中位群 M 21. 0 7. 8 180. 7 70. 1 230. 8 68. 0 310. 2 
(N=10) SD . 89 1. 40 3. 59 4. 39 5. 67 6. 12 5. 67 

下位群 M 18. 8 。 176.4 64. 6 223. 4 59. 0 282. 2 
(N=10) SD . 75 .00 5.83 8. 27 9. 15 2. 73 9. 06 

牢 # 牢 牢キ宇 *** 

本 PくO.05 上位群 VS下位群
キキキ PくO.001 上位群 VS下位群 中位群 VS下位群

図1 上位群における各被験者の到達点の推移 図2 中位群における各被験者の到達点の推移

320 320 

220 
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220 
10 20 30 40 50 

ジャンプの回数(セット) ジャンフ。の回数(セット)

図3 下位群における各被験者の到達点の推移
0.96， 0.97であったc 中位群4名の相関係数

は， 0.94， 0.95， 0.96， 0.97であっt.::..o 下位

群 4名の相関係数は，0.81， 0.83， 0.87， 

320 

0.88であったO 下位群における各被験者の相

関係数は，上位群及び中位群のそれと比較す

ると，やや低い値であった。

3. 各群における各被験者の到達点の推移

図1・図2・図3は，各被験者の計 100回

の到達点を，スパイグジャンプとブロックジ

ャンプを 1セットとして，計50セットとし各セットの平均到達点をグラフに示したものであ

220 
10 20 30 40 50! 
ジャンプの回数(セット)
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各群における到達点の推移図4
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各被験者における測定値を結んだ線をオーパーラップ3点平均法により，このグラフは，る。

滑らかな曲線に近づけたものである。

高さ約グラフを全体的に観察すると，上位群の各被験者を表わしたものである。図 1は，

ほぼ水平状態の帯状を成している。又，被験者の中には，約30セット目から300cmを中心に，

50セット目にかけても300cm以上の高さを持続している者もみられるが，各被験者ともに同様

水平状態となっt.:..o

下位群の各被験者を表わしたものである。

- 13ー

それ以後は，やや急、に下降し，のカーブを示し，約20セット目までは，

それぞれ中位群，図3は，図2，



パレーボール選手におけるジャンプ力の持続性と競技能力に関する研究(その 2)

各群におけるスバイクジャンプの到達点の推移図S
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各群におけるスパイクジャンプの到達点の低下率図7
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各群における到達点の推移4. 

(1)全試行回数における到達点の推移

それぞれの区間の平均値を図4及び図5は，試行 1回目から順に20回ずつの区間に区切り，

グラフにしたものである。

その値は，上又，下位群の順に高く，中位群，上位群，到達点がいずれの区間においても，

上位群と0.1 %水準で有意な差が認められ，

5%水準で有意な差がみられた(図的。
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各群におけるブロックジャンプの到達点の推移図8
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各群におけるブロックジャンプの到達点の低下率図S
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この図を各群の低下傾向を表わしたものである。1区間自の平均値を 100として，図5は，

l区その中でも，L、ずれの区間においても到達点の低下が示されており，各群，観察すると，

各区間目と 2区間目の間の到達点の低下率が，他の区間に比べて大きいことが示された。又，

上位群が中位群

上4区間目と 5区間目にかけては，

2区間目と 3区間目にかけて，

5%水準で有意に小さいことが認められた。又，
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位群と下位群及び，中位群と下位群との聞にそれぞれ， 1 %水準で下位群の低下率が大きいこ

とが認められた。

(2)スパイクジャンプの到達点の推移

図6及び図7は，各群におけるスパイクジャンプの50回の到達点を， 1回日から順に10回ず

つに区切り，各区間の平均値をグラフ化したものである。

到達点は，いずれの区間においても，上位群，中位群，下位群の順に高く，又，その値は，

上位群と下位群及び，中位群と下位群との聞に， 0.1%水準で有意な差が認められた(図的。

到達点の低下率については，いずれの区間でも到達点の低下が認められる中で， 1区間白か

ら2区間目における到達点の低下率が，その他の区間に比べて大きいことが観察された。又，

群間で比較してみると， 4区間目から 5区間目にかけて，上位群が下位群よりも， 5%水準で

有意に小さいことが認められた(図7)。

(3)ブロックジャンプにおける到達点の推移

ブロックジャンプの到達点は，スパイクジャンプの到達点と同様に，いずれの区間でも，上

位群，中位群，下位群の順に高いことが観察された。その値は，上位群と下位群及び，中位群

と下位群との問に， 0.1 %水準で有意な差が認められた。又， 4区間目及び5区間目は，上位

群と中位群との聞にも 5%水準で有意な差が示された(図8)口

到達点、の低下率については，各群共に到達点が低下する傾向にあるが，群間で比較すると，

2区間円から 3区間目にかけての上位群の低下率は，中位群よりも 1%水準，下位群よりも 5

%水準で有意に小さいことが認められた。 4区間目から 5区間目にかけての下位群の低下率

は，上位群及び中位群よりも， 0.1 %水準で有意に大きいことが認められた。 2区間目までの

低下は，三群とも同様の傾向にあるが，上位群は， 2区間目以降も98%以上の範囲内に高さが

保たれているのに対して，中位群の低下は， 4区間日まで継続され，約97%の高さまで低下し

た。そして， 4区間目から 5区間自にかけての上位群及び中位群の低下率には，差がほとんど

なく，ほぼ平行であるのに対して，下位群は，再び低下することが示された(図的。

IV.考 察

1 被験者の身体特性及びジャンプ能力について

表 1に示すように，上位群と下位群及び，中位群と下位群との聞には，体格・体力に明らか

な差が示された口しかし上位群と下位群を比較すると，上位群は中位群に比べ，身長が2.8

cm，体重が2.5kg，指高が3.6cm，垂直跳びは1.8cm，最高到達点は2.3cm上回っていたが，

いずれの項目においても，統計的に有意な差は認められなかったことから，上位群と中位群
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は，測定した身体特性及びジャンプ能力は同程度であると考えられる。

2. ジャンプカの持続性の様相について

(1)各被験者における到達点の推移について

各被験者の到達点の推移は，ほぼ全員の被験者に到達点がジャンプ回数の増加に伴い，低下

してし、く傾向がみられた。

群ごとに観察すると，上位群における10名の被験者の内， 8名の者は，序盤に到達点が低下

し，中盤から終盤にかけて被験者各個人の高さを持続していく傾向がみられた。その他2名の

者は，到達点がジャンフ。回数の増加に伴い，わずかながら高低を繰り返していたが， グラフで

はほぼ水平状態であった。この2名の被験者は，他者と比較すると非常にジャンプ力の持続性

が高い者と考えられる。

中位群における各被験者は，最初の到達点を上位群における各被験者の最初の到達点と比較

すると，同程度の高さが示された。しかし，到達点の低下傾向は，上位群に比べ序盤から中盤

にかけての低下が長く続き，中盤から終盤にかけて，水平状態に近いが少しずつ低下する傾向

にあった。又，中位群は上位群のように，明らかに低下傾向に差のある者は示されなかった。

下位群における各被験者は，上位群及び中位群よりも，全体的に低い到達点を示し，高さに

表2. スパイクジャンプ及びブロックジャンプの
到達点における 1回目と 50回目の比較

スノ守イクジャンプ ブロックジャンプ

被験者群
1回目 50回目 1回目 50回目

M 309. 8 299. 4 290. 9 283. 9 

上位群 SD 5.88 6. 96 6. 85 6. 79 

(N=10) 児 100. 0 96. 6 100. 0 97. 6 

r . 554 . 905 
5. 085キキキ 7. 079宇キ宇

M 307. 3 293. 4 286. 5 277. 7 

中位群 SD 5. 6 7. 55 6. 45 7. 13 

(N=10) 百 100.0 95. 5 100. 0 96. 9 

r . 805 . 884 
9. 257キキキ 7. 902キキ宇

M 282. 1 260. 4 269. 2 254. 9 

下位群 SD 9. 78 11. 58 10. 63 10. 68 
(N=10) 先 100. 0 92. 3 100. 0 94. 7 

r . 906 . 89 

13.176キキキ 8. 412キキキ

(cm) 

キキキ p(0.001 
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ばらつきがみられたが，序盤から終盤にかけて，低下し続ける傾向が観察された。

(2)スパイクジャンプ及びブロックジャンプにおける試行1回目と50回目の到達点の比較

各群におけるスパイクジャンプ及びブロックジャンプの試行 1回目と50同日の到達点を比較

すると，表2に示すように，いずれの群においても，スパイクジャンプ及びブロックジャンプ

ともに， 50回目の到達点が 1回目の到達点よりも， 0.1%水準で有意に低いことが認められた口

さらに，各被験者のスパイグジャンプ及びブロッグジャンプの試行 1回目と50回目の相関係

数を群ごとに比較すると，上位群のスパイグジャンプを除いて，非常に大きい値が示された。

特に相関の高かったJ:位群のブロッグジャンプ，中位群のブロッグジャンプ，下位群のスパイ

グジャンプ及びブロッグジャンプは，各被験者が群ごとに一応の低下傾向を示しているものと

考えられる。

しかし上位群におけるスパイグジャンプの相関係数 (r=0.554)が，他の相関係数と比較し

て，極めて小さい値を示したことは，前述したように，上位群の被験者の中に，非常に高いジ

ャンプ力の持続性を持つ者が2名存在し，他者の低下傾向と異なる低下傾向を示したことが，

その原因のーっとして考えられる。このことは，その2名を除いて， と位群におけるスパイク

ジャンプの相関係数を求めると， r=0.8となり，中位群におけるスパイクジャンプの値と同

程度を示すことからも考えられる。

3. ジャンプ力の持続性と競技能力の関連について

図4において観察されるように，終盤の 2区間においては，上位群が中位群よりも 5%水準

で有意に高いことが示された。このことからは，ジャンプ力の持続性に関しての上位群と中位

群の差は，ジャンフ。回数をある程度重ねてから現われてくることが示唆された。

又，図 5に示したように，到達点の低下傾向も，各群に明らかな差がみられたc 上位群と中

位群においては， 2区間目までは，同程度の低下をしているが， 2区間目と 3区間目の聞の上

位群の低下率は，中位群に比べ，有意に小さいことが示された (p<0.05)。上位群と下位群及

び，中位群と下位群との聞には， 4区間目から 5区間日の聞において，下位群の低下率が，有

意に大きいことが示された (P<0.01)。

以上のことを，スパイクジャンプ及びブロックジャンプとに分類して比較すると，スパイク

ジャンプでは，図6，図7に示すように，上位群と中位群との間に有意な差は全くみられなか

った。しかし，ブロックジャンプでは，図 8に示すように， 3区間目， 4区間目， 5区間目に

おいて，上位群と中位群との聞に有意な差が認められた。又，図9ifこ示すように，上位群と中

位群との聞には， 2区間目から 3区間目の聞に 1%水準で有意な差がみられた。

従って，上位群と中位群のジャンプ力の持続性に関する差は，スパイクジャンプに比べ，プ
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ロックジャンプの方が，顕著であることが考えられる。

又，上位群と下位群の聞には，図7に示すように，スパイクジャンプでは， 4区間目から 5

区間目にかけて差が認められた。ブロックジャンプでトは，図9に示すように， 2区間目から 3

区間目 (P<0.05)及び， 4区間目から 5区間日 (Pく0.001)の聞において差が認められた。中

位群と下位群の聞には，ブロックジャンプにのみ， 4区間目から 5区間目にかけて差が認めら

れた。このことから，下位群は，終盤においても，到達点が低下し続けていることが示され

7こO

以上のことから，各群におけるスパイクジャンプとブロックジャンプの到達点の推移は，異

なる低下傾向であることが示唆され，群ごとに違いのあることが認められた。

V.結 さ止為

日間

ジャンプの高さの低下傾向には，大きく分類して三つの型が認められた。まず，序盤におけ

るジャンプの高さを終盤まで持続する型である口この型は，上位群の被験者に出現した。次

に，序盤においてジャンプの高さの低下を示し，中盤以降は各個人の異なる水準において，ジ

ャンプの高さを持続する型である。この型は，中位群の被験者に最も多く出現した。最後は，

序盤から終盤に至るまでジャンプの高さが低下し続ける型である。この型は，下位群に最も多

く出現した。

このことから，パレーボール選手におけるジャンプ力の持続性と競技能力の間には，深い関

連のあることが示唆された。

つまり，白'jl"、競技能力を保持する集団は，ジャンプ回数の増加に伴うジャンプの高さの低下

傾向が小さく，ある水準のジャンプの高さを持続する力を持っている。競技能力の低い集団

は，低下傾向が大きく，又，一貫してジャンプの尚さが，低下し続ける傾向が認められた。中

程度の競技能力を保持する集団は，競技能力の高い集団と低い集団との中間の傾向であった。

又，ジャンプ力の持続性に関する個人差が?同一群の被験者の中で，顕著に現われたこと

は，指導者にとって， ゲーム中の選手起用，交替等の客観的判断材料として有効な資料である

と考えられる。
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